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ブラジル特許情報 

ブラジル特許商標庁が 2年間で特許未審査滞貨を 

少なくとも 80％削減するための新たな手順を含む Resolutionを公表 
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１．はじめに 
 

ブラジル特許商標庁は、膨大な量の未審査滞貨を抱えているため、特許出願がファイルされて

から特許付与されるまでに要する期間が、最近では、少し改善され、後述するように、平均 8

年を超えると言われています。 

 

上記の現状を打開するために、ブラジル特許庁は、行政上の措置である複数の早期審査手続（た

とえば、PPHプログラム、環境に優しい技術の特許出願（グリーンパテント）、第三者によって

侵害されている特許出願の早期審査等）を実施し、未審査滞貨の解消の一助としてきました。 

 

しかしながら、これまでに講じられてきた措置では、膨大な量の未審査滞貨は、それほど減少

されていません。そこで、ブラジル連邦政府は、「自動特許付与プラン（案）」を提案し、実体審

査をすることなく自動的に特許出願を特許付与する（医薬分野の特許出願を除く。）ことを提案

していました。 

 

この度、2019年 7月 4日付の公式声明が発表され、上記の「自動特許付与プラン（案）」と

は異なる代替の大胆な計画が公表されました。その後、2019年 7月 9日、ブラジル特許商標庁

は、これから 2 年間で、特許出願の未審査滞貨を顕著に削減するための新たな手順を含む

Resolution No. INPI/PR 240/2019と、Resolution No. INPI/PR 241/2019と、を公表しまし

た。なお、上記 Resolutionsは、今回の公表から２～３週間以内に発効する予定です。 

 

ブラジル特許出願の未審査滞貨を顕著に削減するための新たな手順について、以下に、詳細に

説明します。 
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